







その他のタイトル The Poker Face between Written Forms and
Language Forms : On the difficulties of
Written Language Studies through the example





















































　　a. 聖刻文字転写 （Griffith 1898: Pl. XII, line 10） 
　　b. 現代語訳 （Griffith 1898: 32）
　　　“the eastern slaves, 4 persons” 
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　　c. 写真 （Collier & Quirke 2004: UC32058, 10）






なっておらず，右側 3 から「長めの 1 本線＋短めの 3 本線」となっており，更
には「長めの 1 本線」と「短めの 3 本線」の間に若干ながらスペースが認め
られる。加えて，これはカラー写真でないとわからないことだが，数詞の棒線





tp の語の限定符であり，数詞部分は「短めの 3 本線」のみであるとの判断を
下すことができる。
　この箇所に関して，Grandet & Mathieu（1997: 233）も筆者と同様に長め
の棒を限定符と判断し，数詞を「3」と捉えている。それに対して，「ラフーン・































　　b. 日傘 /hi-gasa/ 






































　　a. 写真 （Collier & Quirke 2004: UC32058, line 10）
　　b. 音転写，意味 / グロス，訳 （左から右へ表記）  
	 p#		 o#m		 tp		 3
 定冠詞 .m.sg アジア人 .m.sg 名 .m.sg 3
 「アジア人 3 名」
　名詞句としての（4b）は定冠詞 p#，名詞 o#m「アジア人」，名詞 tp「名」，数詞







































 p-noute swtP 
 定冠詞 - 神 選ぶ . 不定詞
 「神が選ぶ」
　　b. 完了相・受動態・主節
 p-noute	 sotP 
 定冠詞 - 神 選ぶ . 状態形
 「神が選ばれた」
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 stp nTr 
 選ぶ . 習慣相 . 能動態 神 
 「神が選ぶ」
　　b. 完了相・受動態・主節
 stp nTr 


















　　a. rn 	 男性名詞単数形
　　b. rn-w 	 男性名詞複数形
　　c. rn-w 	 男性名詞複数形
　　d. rn-w 	 男性名詞複数形
　　e. rn-w 	 男性名詞複数形
　（7a）は男性名詞単数形の rn「名前」であり，（7b）～（7e）はその複数形 rn-w


















さらに多様な文法範疇を内包している。そこで，stp nTr という 1 つの表記形式
に内在する文法範疇の種類を，Ockinga（2012）に依拠しつつ筆者なりにま
とめてみると，（8）のようになる 8。
　　（8）   stp nTr が示す文法範疇
　　a. 習慣相・能動・主節 [§69.2] 
　　　「神が選ぶ」 
　　b. 習慣相・能動・副詞節 [§69.1]  
　　　「神が選ぶときに」
　　c. 習慣相・能動・関係節 [§108, §110]  
　　　「神が選ぶところの・・・」
　　d. 習慣相・能動・関係節・名詞化 [§108, §111]  
　　　「神が選ぶ者」




　　g. 完了相・能動・主節 [§72]   
　　　「神が選んだ」
　　h. 完了相・受動・主節 [§77]   
　　　「神が選ばれた」




　　j. 完了相・受動・副詞付加語焦点化構文 [§77]   
　　　「・・・でこそ，神が選ばれた」
　　k. 未来時制・能動・主節 [§74.2]  
　　　「神が選ぶだろう」
　　l. 未来時制・能動・副詞節 [§74.2]  
　　　「神が選ぶために」
　　m. 未来時制・能動・関係節 [§109, §110]  
　　　「神が選ぶであろうところの・・・」
　　n. 未来時制・能動・関係節・名詞化 [§109, §111]  
　　　「神が選ぶであろう者」




　　q. 願望法・能動・主節 [§75.1]  
　　　「神が選ぶように」
　　r. 願望法・能動・副詞節 [§75.3]  
　　　「神が選ぶために」
　　s. 願望法・能動・名詞節 [§75.2]  
　　　「神が選ぶだろうこと」
　　t. 命令法 [§67]   
　　　「神を選べ」
　　u. 未完了相・能動・分詞・限定用法 [§99, §103] 
　　　「神を選ぶところの・・・」
　　v. 未完了相・受動・分詞・限定用法 [§99, §103] 
　　　「神によって選ばれるところの・・・」
　　w. 未完了相・能動・分詞・名詞化 [§99, §102]
　　　「神を選ぶ者」
　　x. 未完了相・受動・分詞・名詞化 [§99, §102]
　　　「神によって選ばれる者」
　　y. 完了相・能動・分詞・限定用法 [§100, §103]  
　　　「神を選んだところの・・・」
　　z. 完了相・受動・分詞・限定用法 [§100, §103]  
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　　　「神によって選ばれたところの・・・」
　　aa. 完了相・能動・分詞・名詞化 [§100, §102] 
　　　「神を選んだ者」
　　bb. 完了相・受動・分詞・名詞化 [§100, §102] 
　　　「神によって選ばれた者」
　　cc. 未来時制・能動・分詞・限定用法 [§101, §103]  
　　　「神を選ぶであろうところの・・・」
　　dd. 未来時制・受動・分詞・限定用法 [§101, §103]  
　　　「神によって選ばれるであろうところの・・・」
　　ee. 未来時制・能動・分詞・名詞化 [§101, §102] 
　　　「神を選ぶであろう者」
　　ff. 未来時制・受動・分詞・名詞化 [§101, §102] 
　　　「神によって選ばれるであろう者」
　　gg. 不定詞＋目的語 [§84]  
　　　「神を選ぶこと」
　このように，1 つの表記形式である stp nTr を Ockinga（2012）に依拠しつ
つ筆者なりにまとめると，（8a）から（8gg）まで 33 通りもの解釈が可能となる 9。
このような表記形式のポーカーフェース振りは，33 通りのオプションの中か




























2  中エジプト語の文学作品として最も良く知られているパピルス写本の 1 つが「難
破した水夫の物語 （Hermitage Papyrus No.1115）」である。この写本のモノク












































る「否定辞 nn ＋主語＋前置詞 Hr ＋不定詞」構文が幽霊形であることを指摘する
ことができた（永井 2010b）。
参照文献
Allen, James P. (2010) Middle Egyptian. An Introduction to the Language and 
Culture of Hieroglyphs. 2nd. Edition. Cambridge: Cambridge University 
Press.
Collier, Mark and Stephen Quirke (eds.) (2004) The UCL Lahun Papyri. Religious, 
Literary, Legal, Mathematical and Medical. BAR International Series 1209. 
Oxford: Archaeopress.
Golénisheff, Wladimir (1913) Les papyrus hiératiques NoNo 1115, 1116A et 1116B 
de l’Eremitage impériale à St. Pétersbourg. Saint Peterburg.
Grandet Pierre and Bernard Mathieu (1997) Cours d’égyptien hiéroglyphique. Pa-
ris: Khéops.
Griffith, Francis L. (1898) The Petrie Papyri. Hieratic Papyri from Kahun and Gu-
rob (Principally of the Middle Kingdom). London: Bernard Quaritch.
亀井孝・大藤時彦・山田俊雄（2007）『日本語の歴史3』（平凡社ライブラリー），平凡社．
亀井孝・河野六郎・千野栄一（1995）『言語学大辞典 第 6 巻 術語編』三省堂．
河野六郎（1994）『文字論』三省堂．
Möller, Georg (1909-1912) Hieratische Paläographie. Die aegyptische Buchschrift 
in ihrer Entwicklung von der fünften Dynastie bis zur römischen Kaiserzeit. 
表記形式と言語形式のポーカーフェース
－中エジプト語にみる文献言語研究の難しさ－ 
I-III. Leipzig: J.C.Hinrichs’sche Buchhandlung.
永井正勝（2005）「古代エジプト聖刻文字の書字方向－一般統字論構築の一助として
－」『一般言語学論叢』8: 21-45.




前置詞 Hr ＋不定詞」構文の再検討－」『オリエント』53-2: 34-54.
Nagai, Masakatsu (2011) “On Deciphering the Fifth Sign of Line 179 in The Tale 
of the Shipwrecked Sailor: Examining the Original Hieratic Papyrus,” Stud-
ies in Language and Literature 60: 49-67. 
Ockinga, G. Boyo (2012) A Concise Grammar of Middle Egyptian. Third Edition. 
Mainz: Philipp von Zabern. 
ソシュール，フェルディナン・ド（1972）『一般言語学講義』岩波書店．
庄垣内正弘（2003）「文献研究と言語学－ウイグル語における漢字音の再構と漢字訓
読の可能性－」『言語研究』 124：1-36.
